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地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
・
文
化
振
興
事
業
の

   
補
助
金
交
付
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

平成 30 年度

▼文化振興事業
団体名 事業名（事業概要）

周防読書塾 郷土関係小冊子「屋代島随想・第７集」の発行

光峰流吟道大島教室
詩吟を通して「仲間づくり」「地域づくり」
そして「青少年健全育成」

島の生活文化研究会
島の寺子屋講演「生産から分解へ　来るべき
世界のかたちを考える」

周防大島地人協会 坂本長利独演劇「土佐源氏」周防大島公演

大島陶芸教室　つくし窯 大島陶芸教室つくし窯４０周年記念事業の実施

島ミュージカル制作・実行委
員会

島の伝統と歴史を活かしたミュージカル作
成・上演を通じた地域文化振興

星野哲郎先生の音頭を継承す
る会

星野哲郎先生の音頭を踊ろう

ふるさと大島学習館 展示の更新拡充とフロアープランの変更

◆問い合わせ　社会教育課　社会教育班　☎０８２０（７８）２２０５　

スタートアップ支援事業（新規の活動や小規模な活動の立ち上げ・実施）

団体名 事業名（事業概要）

ＮＰＯ法人 島スクエアプラス インバウンド観光おもてなしびと養成講座

みがまの樹 三蒲が元気になる仕組みづくり

瀬戸内ゆめづくりの会 白木山西山麓の歴史と景観の再発見

ステップアップ支援事業（活動の定着・自立化を図る）

団体名 事業名（事業概要）
山口県東部海域にエコツーリズ
ムを推進する会周防大島支部

エコツーリズムの推進・白木半島エリアの
自然環境の保全

油宇を美しくする会
油宇地区みんなで参画できる憩の場作り

（ホットスペース：ゆうみん）

戸田さくらの会
さくら公園を整備することで観光名所で地
域活性化を図る

特定非営利活動法人 ふるさと
里山救援隊

久賀地区棚田再生事業～周防大島全域への展
開を視野に地方創生のトップステージへ～

◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７　

　

町
内
の
団
体
か
ら
公
募
し
て
い
た
、
平
成
30
年
度
周
防
大
島
町
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
と
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
各
審
査
会
の
結

果
が
町
長
へ
報
告
さ
れ
、
次
の
15
団
体
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
は
、
新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
事
業
や
、
地
域
の
人
材
育
成
、
住

民
参
画
の
機
運
を
育
む
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
な
ど

の
事
業
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で

20
万
円
を
上
限
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
50
万
円
を
上
限
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
振
興
事
業
は
、
地
域
文
化
の
振
興
や
地
域
文
化
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
、
住
民
参
加
型
の
文
化
振
興
な
ど
の
活
動
に
対
し
て

20
万
円
を
上
限
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
各
団
体
の
個
性
豊
か
な
事
業

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

町
職
員
の
異
動（

６
月
28
日
付
）

【
退
職
者
】

税
務
課　

細
川　

七
菜

新しい民生委員児童委員さんが決まりました
（平成 30 年５月１日付、敬称略、任期　平成 31 年 11 月末日まで）

　　　◆大島地区　大田　昭子（南三）
　　　　　　　　　（担当地区：笠佐、南一、南二、南三）

　　　◆橘  地  区　岡本　文子（西浦）
　　　　　　　　　（担当地区：西浦）

◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５


